トランスカルチュラルなテクスト　――阿部和重の初期作品における「エクリチュール」をめぐって by ロエマー マリア
 “BruceLee’sattitudeasamartialartistwasacriticalonetowards‘martial
arts’.”Basedon itsopeningsentencealone,onewouldnotbeable to tell
thatAbeKazushige’s1994debutnovel“Amerikanoyoru”isastoryabout









and JacquesDerrida.Accordingly, the argumentwill explore passages
destabilizingthenotionof‘genre’inaBarthesiansenseontheonehand.On





























































































































































































































































































































Roland Barthes, Le Degrée zéro de l’écriture, Éditions du Seuil, 1972 [1953].
Roland Barthes, Critique et vérité, Essai, Éditions du Seuil, 1966.










  7  Arianna Dagnino, Transcultural Writers and Novels in the Age of Global Mobility, 145頁、そし
て Arianna Dagnino, “Global Mobility, Transcultural Literature, and Multiple Modes of Modernity.“ 
In: Transcultural Studies 2013/2, 136頁。
＊討論要旨
　中川成美氏は、阿部和重の作風が『シンセミア』以降、むしろシンプルな叙述形態に戻っているよ
うに思われる、と指摘した。発表者は中川氏の指摘を認めたうえで、『シンセミア』以降は同じ作家の
作品とはいえ、一貫した特徴を見出すことが難しいため、博士論文では初期作品に限定して論じる計
画である、と述べた。
　早川友実子氏は、日本文学の国際性とは欧米の理論家の説を援用していることに求められるべきな
のか、それとも作品が扱っているテーマが国際的な広がりを持っていることに求めるべきなのか、阿
部和重を通してより普遍的な問いについて考えさせられる発表であった、と述べた。
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